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予
算
議
案
を
審
査
す
る
た
め
、
定

例
会
初
日
に
一
般
会
計
、
特
別
会
計

及
び
下
水
道
事
業
会
計
の
各
予
算
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
一
般
会
計

は
３
月
３
日
か
ら
５
日
ま
で
の
３
日

間
、
特
別
会
計
及
び
下
水
道
事
業
会

計
は
３
月
６
日
に
審
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
定
例
会
最
終
日
に
は
、
幸
田

昌
之
一
般
会
計
予
算
特
別
委
員
長
と

山
田
大
輔
特
別
会
計
・
下
水
道
事
業

会
計
予
算
特
別
委
員
長
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
審
査
報
告
が
あ
り
、採
決
の
結
果
、

一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
を
賛
成
多
数
で
、
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
及
び
下
水
道
事
業
会
計
を

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

市
長
の
提
案
説
明
の
概
要
は
、
以

下
の
と
お
り
で
す
。

【
一
般
会
計
】

　

予
算
総
額
は
９
百
５１
億
円
で
、
前

年
度
比
５
・
３
％
、
４８
億
１
千
４
百

万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
な

が
り
、
共
に
創
る
ま
ち
こ
だ
い
ら
の

実
現
に
向
け
、
社
会
情
勢
の
見
通
し

が
難
し
い
中
、
選
択
と
集
中
で
限
ら

れ
た
財
源
を
重
点
的
、
効
率
的
に
配

分
し
、
事
業
構
築
の
創
意
工
夫
等
に

よ
り
、
つ
な
が
る
笑
顔
と
未
来
を
育

む
予
算
と
し
て
編
成
し
て
い
ま
す
。

〈
歳
入
〉
市
税
は
、
個
人
市
民
税
等

は
増
に
な
る
が
、
法
人
市
民
税
の
大

幅
減
に
よ
り
前
年
度
比
２
億
６
千
５

百
万
円
の
減
と
な
り
ま
す
。
市
債
の

活
用
と
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入

れ
に
よ
り
財
源
確
保
に
対
応
し
ま
す
。

〈
歳
出
〉
子
育
て
世
帯
や
障
害
者
等

の
生
活
を
支
え
る
扶
助
費
の
ほ
か
、

普
通
建
設
事
業
を
増
額
し
て
い
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
】

　

予
算
総
額
は
百
７８
億
６
千
５
百
万

円
で
、
前
年
度
比
０
・
１
％
、
１
千

３
百
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
歳
入
〉
保
険
税
は
前
年
度
比
１２
・

５
％
、
約
４
億
１
千
８
百
２０
万
４
千

円
の
増
と
な
り
ま
し
た
が
、
財
源
が

不
足
す
る
こ
と
か
ら
、
一
般
会
計
繰

入
金
２２
億
１
千
万
円
を
繰
り
入
れ
、

収
支
の
均
衡
を
図
り
ま
す
。

〈
歳
出
〉
保
険
給
付
費
は
前
年
度
比

１
億
円
減
、
東
京
都
に
納
付
す
る
国

民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
は
９
千

７
百
２
万
２
千
円
増
と
な
り
ま
し
た
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
】

　

予
算
総
額
は
５９
億
５
千
５
百
万
円

で
、
前
年
度
比
８
・
９
％
、
４
億
８

千
９
百
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
歳
入
〉
保
険
料
、
一
般
会
計
繰
入

金
、
広
域
連
合
か
ら
の
受
託
事
業
収

入
が
主
な
も
の
で
す
。

〈
歳
出
〉
広
域
連
合
へ
納
付
す
る
負

担
金
の
ほ
か
、
保
健
事
業
に
要
す
る

経
費
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
平
均
被
保
険

者
数
は
、
前
年
度
比
３００
人
増
の
２
万

７
千
２
百
人
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

【
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
】

　

予
算
総
額
は
百
７２
億
４
千
３
百
万

円
で
前
年
度
比
２
・
１
％
、
３
億
５

千
２
百
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
歳
入
〉
保
険
料
、
国
庫
支
出
金
、

支
払
基
金
交
付
金
、
都
支
出
金
、
一

般
会
計
繰
入
金
等
を
計
上
し
ま
す
。

〈
歳
出
〉
保
険
給
付
費
は
前
年
度
に

比
べ
、
約
３
億
６
千
５
百
万
円
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
支

援
事
業
費
は
前
年
度
に
比
べ
、
約
２

千
２
百
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

要
支
援
要
介
護
認
定
者
数
は
、
前

年
度
比
３
・
０
％
増
の
１
万
１
千
百

６１
人
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

【
下
水
道
事
業
会
計
】

〈
収
益
的
収
入
及
び
支
出
〉

　

収
入
は
４４
億
７
千
５６
万
８
千
円
で
、

前
年
度
比
３
・
４
％
、
１
億
４
千
７

百
７８
万
７
千
円
の
増
で
す
。

　

支
出
は
４５
億
６
千
７
百
６０
万
８
千

円
で
、
前
年
度
比
１４
・
０
％
、
５
億

６
千
百
１４
万
円
の
増
で
す
。

〈
資
本
的
収
入
及
び
支
出
〉

　

収
入
は
１３
億
２
千
６
百
４１
万
９
千

円
で
、
前
年
度
比
１７
・
９
％
、
２
億

百
４４
万
９
千
円
の
増
で
す
。

　

支
出
は
１９
億
２
百
７７
万
７
千
円

で
、
前
年
度
比
１２
・
５
％
、
２
億
７

千
２
百
８６
万
３
千
円
の
減
で
す
。

令
和
８
年
度

（単位：千円、％）
８年度
予算額

７年度
予算額 伸び率

一 般 会 計 95,100,000 90,286,000 5.3

特
別
会
計

国民健康保険事業 17,865,000 17,852,000 0.1

後期高齢者医療 5,955,000 5,466,000 8.9

介 護 保 険 事 業 17,243,000 16,891,000 2.1

下
水
道
事
業
会
計

収 益 的 収 入 4,470,568 4,322,781 3.4

収 益 的 支 出 4,567,608 4,006,468 14.0

資 本 的 収 入 1,326,419 1,124,970 17.9

資 本 的 支 出 1,902,777 2,175,640 △12.5

令和８年度予算総額

一人会派と維新の会一人会派と維新の会反対
市長の公約に対する態度、財政見通しを評価できない

生活者ネットワーク生活者ネットワーク賛成
子育て、教育ほか、会派の提案を含む施策等を評価する

市 議 会 公 明 党市 議 会 公 明 党賛成
会派として推進した事業の実現等に一定の評価をする

自民党小平政和会自民党小平政和会賛成
ＤＸ推進や教育環境整備等を評価。実行改革を強く求む

フ ォ ー ラ ム 小 平フ ォ ー ラ ム 小 平賛成
限られた財源の中で一定の工夫と配慮が見られる

まちづくり市民こだいらまちづくり市民こだいら反対
市債を増やし進める大型事業に市民意見の反映が不足

日本共産党小平市議団日本共産党小平市議団反対
開発優先、厳しい生活を支える予算となっていない

市議会れいわ新選組市議会れいわ新選組賛成
笑顔と未来を育むための積極的な投資として高く評価

　

本
予
算
案
は
、令
和
７
年
度
に
続
き
、

本
市
の
独
自
性
や
特
色
が
十
分
に
示
さ

れ
た
も
の
と
は
言
い
難
く
、
方
向
性
が

見
え
な
い
内
容
で
あ
る
と
判
断
す
る
。

市
長
公
約
に
つ
い
て
は
、
１
期
目
の
公

約
が
十
分
な
検
証
な
く
扱
わ
れ
、
未
達

成
事
項
も
含
め
選
挙
結
果
を
も
っ
て
信

任
さ
れ
た
と
す
る
答
弁
は
説
明
責
任
を

果
た
し
た
と
は
言
え
な
い
。
行
政
運
営

で
は
誤
支
給
等
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー

に
起
因
す
る
事
案
が
繰
り
返
さ
れ
、
再

発
防
止
策
も
不
十
分
で
あ
る
。
と
き
わ

会
に
係
る
障
害
者
虐
待
に
関
す
る
訴
訟

で
は
、
市
職
員
に
よ
り
通
報
者
特
定
に

つ
な
が
る
情
報
が
事
業
者
側
に
伝
え
ら

れ
て
い
た
疑
い
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

そ
の
ほ
か
、
公
文
書
管
理
の
不
統
一
や

契
約
事
務
の
疑
義
、
環
境
政
策
の
根
拠

不
足
、
財
政
見
通
し
の
不
透
明
さ
を
踏

ま
え
、本
予
算
案
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

　

①
新
設
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

課
は
、
外
部
専
門
人
材
の
活
用
に
よ
り

市
の
魅
力
の
戦
略
的
な
発
信
体
制
を
整

え
て
い
る
。
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の

拡
充
等
は
、
市
民
の
利
便
性
の
向
上
と

職
員
の
事
務
負
担
軽
減
を
実
現
す
る
実

効
性
の
あ
る
Ｄ
Ｘ
施
策
で
あ
る
。
②
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
本
格
実
施
の

ほ
か
、
１
か
月
児
健
診
の
費
用
助
成
の

開
始
は
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
・
精
神

的
な
安
心
感
に
直
結
す
る
施
策
で
あ
る
。

③
医
療
的
ケ
ア
児
等
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
配
置
を
高
く
評
価
す
る
。
④
給
食
室

の
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
配
備
拡
充
や
ト

イ
レ
の
洋
式
化
等
に
よ
る
学
習
環
境
の

改
善
を
評
価
す
る
。
⑤
ス
マ
ー
ト
農
業

技
術
の
導
入
支
援
等
は
地
産
地
消
の
促

進
に
有
効
で
あ
る
。
以
上
、
市
民
生
活

の
安
全
・
安
心
を
守
り
将
来
の
発
展
を

見
据
え
創
意
工
夫
さ
れ
た
予
算
で
あ
る
。

　

①
市
債
発
行
額
は
前
年
度
よ
り
２２
億

６
千
２
百
７０
万
円
増
え
、
６１
億
６
千
８

百
４０
万
円
で
、
臨
時
財
政
対
策
債
を
除

い
た
市
債
現
在
高
は
令
和
３
年
度
以
降

増
え
続
け
、
市
債
依
存
度
も
平
成
２９
年

度
以
降
最
大
と
な
っ
た
。
②
起
債
額
の

う
ち
最
大
を
占
め
る
小
川
駅
西
口
複
合

施
設
取
得
で
は
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
が
な
く
、
次
に
起

債
額
を
占
め
る
中
央
エ
リ
ア
シ
ビ
ッ
ク

・
サ
イ
ト
整
備
で
は
別
棟
建
設
中
止
で

カ
フ
ェ
が
な
く
な
り
、
中
央
公
園
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
整
備
も
含
め
、
市
民
意
見
の

反
映
が
不
十
分
な
ま
ま
事
業
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
③
休
止
中
の
小
平
駅
北
口

再
開
発
は
準
備
組
合
に
入
っ
て
い
な
い

住
民
も
含
め
、
ゼ
ロ
か
ら
話
し
合
う
必

要
が
あ
る
。
④
医
療
的
ケ
ア
児
等
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
創
設
、
多
文
化
共
生

推
進
基
本
方
針
の
策
定
等
は
評
価
す
る
。

　

産
後
支
援
の
拡
充
、
全
小
・
中
学
校

へ
の
言
語
聴
覚
士
の
派
遣
、
医
療
的
ケ

ア
児
等
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
導
入
、

多
文
化
共
生
推
進
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策

の
充
実
等
を
評
価
す
る
。
な
お
、
①
公

共
施
設
集
会
施
設
等
の
有
料
化
は
凍
結

す
べ
き
で
あ
る
。
②
職
員
の
ヒ
ュ
ー
マ

ン
エ
ラ
ー
や
モ
ラ
ル
に
反
す
る
事
案
の

再
発
防
止
と
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
求
め
る
。
③
複
合
施
設
小
川
パ
レ
ッ

ト
は
、
市
民
と
共
に
施
設
づ
く
り
を
進

め
る
べ
き
で
あ
る
。
④
い
き
い
き
協
働

事
業
は
、
市
民
提
案
型
の
枠
組
み
を
再

構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。
⑤
仮
称
こ
ど

も
条
例
は
、
大
人
と
こ
ど
も
の
意
見
の

や
り
取
り
が
重
要
で
、
市
長
部
局
と
教

育
委
員
会
は
対
等
な
立
場
で
策
定
に
関

わ
る
べ
き
で
あ
る
。
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ

ン
の
設
置
は
必
須
で
、
条
例
に
具
体
的

な
救
済
機
関
の
明
記
を
強
く
要
望
す
る
。

　

①
行
政
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
拡
充
や

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
再
構
築
へ
の
着
手
な

ど
行
政
Ｄ
Ｘ
の
本
格
推
進
を
評
価
す
る

が
、
住
民
福
祉
の
増
進
と
い
う
本
来
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
実
現
を
強
く
求
め
る
。
②

第
２
期
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
推
進
や
教

職
員
支
援
の
拡
充
な
ど
教
育
環
境
整
備

の
前
進
を
評
価
す
る
。
③
子
育
て
支
援

施
策
の
拡
充
を
評
価
す
る
が
、
待
機
児

童
解
消
や
学
童
ク
ラ
ブ
過
密
緩
和
へ
の

踏
み
込
ん
だ
対
策
等
を
求
め
る
。
④
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
の
設
置
は
評

価
す
る
が
、
具
体
的
な
戦
略
と
検
証
可

能
な
数
値
目
標
を
早
急
に
整
え
る
こ
と

を
強
く
求
め
る
。
⑤
財
政
調
整
基
金
の

大
幅
取
崩
し
を
踏
ま
え
、
税
外
収
入
確

保
を
や
り
切
る
覚
悟
へ
の
転
換
を
求
め

る
。
⑥
各
施
策
は
客
観
的
指
標
を
示
し

て
実
施
し
、
投
資
対
効
果
を
数
値
で
検

証
す
る
説
明
責
任
の
徹
底
を
求
め
る
。

　

①
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
計

画
の
各
整
備
事
業
は
、
資
材
費
等
の
高

騰
で
事
業
費
が
上
昇
を
続
け
て
い
る
。

公
共
施
設
整
備
基
金
、
財
政
調
整
基
金

の
残
高
が
厳
し
い
見
通
し
の
中
、
柔
軟

な
計
画
の
後
ろ
倒
し
等
、
見
直
し
を
要

望
す
る
。
②
国
の
対
策
が
不
十
分
な
中
、

厳
し
い
物
価
高
騰
か
ら
市
民
の
生
活
を

守
る
た
め
財
政
調
整
基
金
の
活
用
が
不

可
欠
で
あ
る
。
③
乳
児
等
通
園
支
援
事

業
（
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
）
は
、

定
員
い
っ
ぱ
い
の
保
育
園
が
別
の
こ
ど

も
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
り
本
末
転

倒
で
あ
る
。
通
常
保
育
を
優
先
し
、
状

況
を
改
善
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

④
防
災
日
本
一
を
掲
げ
る
の
で
あ
れ
ば
、

防
災
・減
災
の
予
算
拡
充
を
要
望
す
る
。

⑤
職
場
環
境
等
の
改
善
の
た
め
、
多
摩

２６
市
中
２
番
目
に
少
な
い
職
員
数
を
抜

本
的
に
改
め
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

　

①
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
は
外
部
相
談

窓
口
の
設
置
が
示
さ
れ
、
安
心
し
て
働

け
る
環
境
へ
の
重
要
な
一
歩
と
な
っ
た
。

職
員
の
適
正
配
置
の
要
望
が
叶
わ
な
い

課
が
あ
り
、
早
急
な
対
応
を
求
め
る
。

②
公
共
施
設
の
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ⅰ
環
境
の
整

備
等
は
、
利
便
性
向
上
と
手
続
の
効
率

化
が
図
ら
れ
評
価
す
る
。
③
小
学
校
校

庭
等
の
早
朝
開
放
の
継
続
的
実
施
は
、

こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
評
価

し
、今
後
は
全
校
で
の
実
施
を
求
め
る
。

な
お
、
つ
な
が
る
笑
顔
と
未
来
を
育
む

予
算
の
具
体
像
と
し
て
示
さ
れ
た
小
川

パ
レ
ッ
ト
は
、
予
算
全
体
で
ど
の
よ
う

に
つ
な
が
り
が
展
開
さ
れ
る
か
分
か
り

に
く
い
。
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

は
計
画
を
策
定
し
戦
略
的
展
開
を
求
め

る
。
公
民
連
携
デ
ス
ク
の
仕
組
み
が
明

確
で
な
い
。
子
育
て
・
教
育
で
選
ば
れ

る
ま
ち
と
し
て
市
独
自
施
策
を
求
め
る
。

　

①
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
、
産
婦

検
診
等
の
費
用
助
成
、
不
登
校
対
策
と

し
て
の
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
支
援

員
の
設
置
等
は
一
定
の
評
価
を
す
る
が
、

朝
の
居
場
所
の
実
施
校
の
拡
充
、
小
児

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
任
意
予
防
接
種
の
中

学
校
３
年
生
ま
で
の
拡
大
を
要
望
す
る
。

②
医
療
的
ケ
ア
児
等
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
配
置
は
家
族
の
安
心
に
つ
な
が
る

重
要
な
一
歩
で
あ
る
。
③
災
害
時
の
医

療
救
護
活
動
で
使
用
す
る
可
搬
式
歯
科

ユ
ニ
ッ
ト
の
整
備
等
は
実
効
性
の
あ
る

備
え
だ
が
、
共
助
の
仕
組
み
づ
く
り
に

向
け
た
具
体
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で

あ
る
。
④
統
括
係
長
制
度
の
導
入
に
一

定
の
理
解
を
す
る
が
、
現
場
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
力
を
発
揮
で
き
る
か
が
重
要

で
あ
る
。
⑤
新
設
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
課
は
、
具
体
的
に
進
め
る
た
め

の
課
題
の
絞
り
込
み
が
充
分
で
は
な
い
。
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